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■はじめに■

　歴史上の人物については、どうしても、概説書とか歴史の教科書に書かれている

ことが一般的に受け容れられる傾向にある。定説とか通説という形で広く浸透し、

それが当然とされている。

　しかし、定説とか通説とされているものも、実は、その人物の一面しかみていな

いというケースも少なくない。たとえば、この講座でも、詳しく追いかけることに

なる斎
さい

藤
とう

道
どう

三
さん

・北
ほう

条
じょう

早
そう

雲
うん

・松
まつ

永
なが

久
ひさ

秀
ひで

は、「戦国三梟
きょう

雄
ゆう

」といういわれ方をして、悪
あく

辣
らつ

な手段で伸し上がった三悪人といったとらえ方がされている。

　ところが、研究が進むにつれ、この三人は時代を変えていった、むしろ変革者と

みられるように評価が大きく変わっているのである。既成概念を一度捨て、改めて

その人物を見直すことによって、これまでとは異なる歴史が見えてくるのではなか

ろうか。

◎斎藤道三：二巻第二章「斎藤道三」参照。

◎北条早雲：二巻第一章「北条早雲」参照。

◎松永久秀：二巻第四章「北条早雲」参照。

・梟雄：残忍で強く荒々しい人、悪者。また、その首領。
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概論　戦国武将を多面的にとらえる

■下剋上は悪ではなかった■

　戦国時代のキーワードとされているのが弱肉強食・合
がっ

従
しょう

連
れん

衡
こう

・下剋上の三つであ

る。弱肉強食は、その字の通り、弱い戦国大名が強い戦国大名に食われていくとい

う状況をさす。戦いに負ければ、領地が勝った側に併
へい

呑
どん

されていった。

　合従連衡というのは少し説明が必要かもしれない。どうしても、戦国大名は独立

した権力なので、一匹狼のようにとらえられがちであるが、戦国時代、一人ではやっ

ていけない現実があった。誰かと手を組む、すなわち同盟関係になるとか、場合に

よってはより強い戦国大名の保護を受ける、つまり、傘下に入るかということに

なる。

　大抵は隣の戦国大名と同盟を結ぶ「近国同盟」の形をとるが、場合によっては、

離れた戦国大名と手を結び、間に挟まれた戦国大名と戦う「遠
えん

交
こう

近
きん

攻
こう

同盟」という

形もあった。いずれにしても、どこかの勢力と結んで安全保障を確保することにな

り、これを合従連衡といっている。

　そして、もう一つが下剋上である。江戸時代になると、「下剋上は悪である」と

いわれ、「謀反をおこすことは悪いことだ」となるが、これは、忠君を前面に押し

出した儒教の考えに従ったもので、戦国時代には下剋上は悪ではなかったのである。

どうしても、江戸時代の物差で戦国武将を見る傾向にあるので、悪人としてのレッ

テルが貼られてしまうが、既成概念を捨てるためには、下剋上は悪ではなかったと

いう点はもっと強調されてもいいのではないかと考えている。そこで、次に、下剋

上そのものの語義と、下剋上の具体例を何人か取り上げておきたい。

　下剋上というと、建武の新政のときの混乱ぶりを鋭く衝いた「二条河原の落書」

（『建武年間記』）の中にあるフレーズが有名である。すなわち、

　此
この

比
ごろ

都ニハヤル物、夜討、強盗、謀
にせ

綸
りん

旨
じ

、召
めし

人
うど

、早馬、嘘
そら

騒
さわ

動
ぎ

、生
なま

頸
くび

、還
げん

俗
ぞく

、自

◆「二条河原の落書」（『建武年間記』）：建武 2 年（1335）、匿名の時局風刺文。

※）「この頃都に流行っているものは、夜人家に押し入って盗みをすること、強盗、偽の公文書、囚人、早く走らせる馬、

嘘の騒動、生首、一度出家した者がもとの俗人に戻ること、一般人の自由な出家、急に羽振りがよくなった者、路頭

に迷う者、所領を取られて取り戻そうとする者、恩賞目的のでっちあげの戦、証文を入れた小箱、権力者に付き従う

者、他人をあしざまに訴える人、禅宗と律宗の僧、下剋上をする者」といった意味。

※
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由出家、俄
にわか

大名、迷
まよい

者
もの

、安堵、恩賞、嘘
そら

軍
いくさ

、本領ハナルル訴訟人、文書入タル細
ほそ

葛
つづら

、

追
つい

従
しょう

、讒
ざん

人
にん

、禅律僧、下克上スル成
なり

出
で

者
もの

……

　というもので、「下克上」とあるのは「下剋上」のことである。ここからは、当

時の人が、下剋上のイメージとして描いていたのが成出者（立身出世する者の意）

だったことがわかる。

　なお、字はちがうが、奈良興福寺大乗院の尋
じん

尊
そん

の日記『大乗院寺社雑
ぞう

事
じ

記
き

』では、

山城国一揆の蜂起を記したところで「下極上之至也」と書いている。尋尊も、上下

の秩序を乱すこと、乱す行為そのものを下剋上ととらえていたことがうかがわれる。

では、下剋上という言葉は、いつごろから使われるようになったのだろうか。この

点について、これまでの研究では、中国の隋
ずい

の時代、蕭
しょう

吉
きつ

という人の撰になる『五
ご

行
ぎょう

大
たい

義
ぎ

』ではないかといわれている。この本は、陰
おん

陽
みょう

道
どう

のテキストとして古代以来、

日本に伝えられていたが、その第十論「相
そう

剋
こく

」に、「凡
おおよ

そ上、下に剋
か

つは順たり。下、

上に剋つは剥
はく

たり」と見える。つまり、上の者が下の者に剋つのは順であるが、逆

に、下の者が上の者に剋つのは剥であるという。剥は、易の卦
け

の名で、凶の意味に

用いられているので、「上剋下はいいが、下剋上はよくない」という意識で使われ

ていたことになる。

　ところで、下剋上に、「下の者が上の者を倒して権力を奪取する」といったニュ

アンスをもたせるのはいつからかとなるとむずかしい。福
ふく

尾
お

猛
たけ

市
いち

郎
ろう

氏はその著『日

本史選集』で、一番早い例は『水鏡』ではないかとしている。前田本『水鏡』の第

47 代大
おお

炊
い

天皇の条に、恵
え

美
みの

押
おし

勝
かつ

が下剋上の謀叛の企てを図ったという表現で出て

くるが、下剋上イコール謀叛という意味で用いられた最初ではないかと思われる。

このあと、貴族・荘園領主たちの間では下剋上という言葉はよく使われるようにな

り、たとえば、北
きた

畠
ばたけ

親
ちか

房
ふさ

は『神
じん

皇
のう

正
しょう

統
とう

記
き

』の中で、「下の上を剋
こく

するは極めたる非

道也」といい、また、「東寺百合文書」の永和 3 年（1377）学
がく

衆
しゅう

評
ひょう

定
じょう

引
ひき

付
つけ

によると、

東寺領播磨国矢野荘の農民が逃散したとき、荘園領主側が「自由之企
くわだて

、下剋上之至」

◎福尾猛市郎：（1908 〜 1990）日本の歴史学者、広島大学名誉教授。

◆『水鏡』：歴史物語。鎌倉時代初期成立の歴史物語。

◎大炊天皇：淳仁天皇（733 〜 765）（在位 :758 年〜 764 年）。天武天皇の皇子・舎人親王の七男。

◎恵美押勝：＝藤
ふじ

原
わらの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

（706 〜 764）太政大臣となり専権を振るった。764 年道
どう

鏡
きょう

を除くため恵美押勝の乱を

起こしたが敗れた。
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といって非難していたことが知られている。

　つまり、支配者たちにしてみれば、自分たちの立場をおびやかす非道徳な行為、

退廃現象として下剋上をとらえていたわけである。

　それに対し、下剋上をおこした側はどのような論理をもっていたのだろうか。結

論からいってしまえば、一種の世直しという発想である。わかりやすい例として陶
すえ

晴
はる

賢
かた

の下剋上でその点を具体的に見ておきたい。ちなみに、陶晴賢は下剋上のあと、

主君として迎えた大内晴
はる

英
ふさ

から一字を与えられてからの名で、本来は隆
たか

房
ふさ

といって

いたが、煩雑になるので、晴賢として記す。

　陶晴賢は周防の戦国大名大
おお

内
うち

義
よし

隆
たか

の重臣筆頭で、周防国の守護代をつとめてい

た。その主君義隆が、天文 11 年（1542）から翌 12 年にかけての出雲月
がっ

山
さん

富
と

田
だ

城攻め、

すなわち第一次月山富田城の戦いに失敗し、逃げ帰るということがあった。しかも、

その敗走途中、養
よう

嗣
し

子
し

としていた晴
はる

持
もち

が乗った船が転覆し、死んでしまうというア

クシデントがあり、全くやる気をなくし、政治をほうり出しはじめたのである。

　はじめのうち、晴賢が主君義隆に諫
かん

言
げん

をしていたが、「諫言ではもうだめだ」と

考えるようになった。晴賢が下剋上を決意するに至る心境を『大内義隆記』という

史料が端的に記している。これは、大内氏の菩提寺である山口の龍福寺八世日
にっ

継
けい

須
すう

益
えき

が著したと伝えられているもので、単なる家譜・軍記物ではなく、史料的には信

憑性が高いといわれている。そこに、つぎのような一文がある。

　隆
※

房申しけるやうは、天の与へをとらざれば、返
（却）

つて其の科
とが

をうく。時に至りて

を
（行）

こなはざれば、返つて其の科をうくと云本文あり。我が運も義隆の御運も、天道

のはからひにてぞ候べし。

　ここに「本文」とあるのは、中国の歴史書『史記』の淮
わい

陰
いん

侯
こう

伝のことで、そこには、

大意を取ると、「取るべき筈
はず

のものとして、天の与える所を取らなければ、天罰を

受ける」といった内容のことが書かれていたのである。

　晴賢本人が『史記』のこの件
くだり

を読んでいたかどうかはわからないが、この晴賢の

◎北畠親房：（1293 〜 1354）公卿、歴史家。

◎陶晴賢：二巻第三章「毛利元就」参照。

◎淮陰侯＝韓信：（？〜紀元前 196）秦末から前漢初期の武将。漢の劉邦の元で数々の戦いに勝利した。漢の三傑の一人。

※）「隆房（陶隆房＝晴賢）がいうには、天から与えられたものを受けとらなければ、かえってそれは罪である。時

期がきたときに行わなければ、かえって罪である。私の運も（大内）義隆の運も、天地自然の道理の判断によって決

められているものである」といった意味。

概論　戦国武将を多面的にとらえる
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一
◎細川晴元（1514 〜 1563）

細川家をまとめ自らの政権を確

立し、室町幕府管領職に就いた。

◎三好長慶（1522 〜 1564）

父元長の戦死により 10 才で家

督を継ぎ、2 年後には管領細川

晴元に仕える。のち将軍足利義

輝と晴元を追放し、京に上り実

権を掌握。畿内一大勢力を築く。

◎六角定頼（1495 〜 1552）

室町幕府管領代、近江国守護。

南近江の戦国大名。六角氏 14

代当主。

◎足利義晴（1511 〜 1550）

室町幕府第 11 代将軍足利義澄

の長男。播磨の赤松氏のもとで

養育されたのち、細川高国が招

き入れ第 12 代将軍に就いた。

◎足利義輝（1536 〜 1565）

室町幕府第 12 代将軍義晴の子。

13 代将軍。

◆信貴山城
奈良県生駒郡平群町信貴畑に

あった山城。

◆弾正少弼
監察・治安維持などを主要な業

務とする官庁の次官。

◎三好義興（1542 〜 1563）

◎安宅冬康（1528 ？〜 1564）

三好元長の三男。安宅氏へ養子

に入り淡路水軍を統率し、三好

政権を支えた。

　松永久秀は、永正 5 年（1508）に生まれた。出身地に

ついては山城・摂津・阿波など諸説あって判然としない

が、長じて室町幕府の管領を務めていた細
ほそ

川
かわ

晴
はる

元
もと

の家

臣・三
み

好
よし

長
なが

慶
よし

に右
ゆう

筆
ひつ

として仕えた。もともとは、三好氏

に従う土豪であったのだろう。ちなみに、右筆というの

は、主君に代わって文書の作成を行う秘書役である。た

だし、たんに文書をきれいに書けばいいというわけでは

ない。外交交渉能力も必要とされた。それほど重要な立

場に久秀のように身分の低い者が抜擢されたのは異例で

あり、その有能さと教養の深さをうかがわせる。

　やがて、主君の三好長慶は、細川晴元とその義父・六
ろっ

角
かく

定
さだ

頼
より

らと室町幕府の実権をめぐって争う。このとき、

久秀は、当然のことながら三好長慶に従い、細川晴元に

勝利している。一方、敗北した晴元は、前将軍・足利義
よし

晴
はる

、現将軍・足利義
よし

輝
てる

とともに都から逃亡せざるをえな

くなった。

　永禄元年（1558）、足利義輝と細川晴元は京への帰還

を図り三好長慶と戦うが、双方で多数の戦死者を出して

しまう。結局、細川晴元は三好長慶と和睦するものの、

政治の実権は、三好長慶に掌握されてしまったのである。

そのころから、久秀は三好氏の重臣として大和国を支配

し、大和と河内の間にある信
し

貴
ぎ

山
さん

城を居城とした。

　さらに、久秀は弾
だん

正
じょう

少
しょう

弼
ひつ

に任じられ、将軍足利義輝の

御
お

供
とも

衆
しゅう

にも加えられている。御供衆とは、将軍のお供を

する役目であり、教養がなければ務まらない。久秀が御

供衆に抜擢されたということは、政治的な力があったこ

とはもちろんであるが、教養があったことも確かである。

 永禄 6 年（1563）、三好長慶の嫡男・義
よし

興
おき

が 22 歳の若

家臣の身で、将軍と主君三好氏を
掌握した
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エピソードを読んで新しい気づきや発見を書き出してください

第一章　北条早雲の巻

◆ルイス・フロイス
（1532 〜 1597）

ポルトガル出身のイエズス会宣

教師。永禄 6 年（1563）に日

本に上陸。信長の信任を得て布

教活動を行う。数々の記録を残

しており『日本史』が有名。

◎三好義継（1549 〜 1573）

三好長慶の実弟十
そ

河
ごう

一
かず

存
まさ

の子。

長慶の養子となる。長慶の死後、

三好家の家督を継ぐ。

◆三好三人衆
◎三好長逸（？〜？）

三人衆の筆頭格。長慶に属し、

播磨、河内などの戦いに参戦。

◎三好宗渭
（？〜 1615 ？または 1569 ？）

長慶の武将として活躍。のちに

秀吉、秀頼に従い、高齢で大坂

夏の陣で参陣したとの話も伝

わっている。

◎石成友通（？〜 1573）

岩成とも書くが、当時の史料に

は石の字が使われている。三好

義継を支え松永久秀らと戦う。

◎足利義栄
（1538 または 1540 〜 1568）

第 11 代将軍・足利義澄の孫。

父である足利義冬の代わりに、

将軍候補として擁立された。

第四章　松永久秀の巻

松永久秀

さで病死する。嫡男の死にショックを受けたのか、この

のち、三好長慶は病気がちになる。そして、弟の安
あた

宅
ぎ

冬
ふゆ

康
やす

を殺害してしまうのである。後世の軍記物語では、久

秀が長慶に讒言し、病気で判断力にかけていた長慶がこ

れを信じて殺害を命じたという。しかし、同時代の史料

から久秀の関与は認められない。知勇兼備の名将として

知られる長慶が、久秀の讒言を信じたのかどうか、にわ

かには信じがたいことである。自らの判断で弟を粛正し

たものとみるべきなのだろう。

　イエズス会の宣教師ルイス・フロイスは久秀について、

次のように評価している。「当時天下の実権を掌握し、

専制的に支配していたのは松永久秀であった。久秀は、

偉大にして稀有な天賦の才の持ち主だった」、さらには

「さして高い身分ではないが、その知力と手腕によって、

自らは家臣であるにもかかわらず公方様と三好殿を掌握

していた。松永久秀は、はなはだ巧妙、裕福、老獪なの

で、公方様や三好殿は、久秀が欲すること以外はなにも

なし得ない」と。

　長慶自身も、弟の殺害から 2 か月後には病没した。弟

を殺害したのち、久秀が自分を騙したことを知って病状

が悪化したともいわれるが、もちろん、これも事実では

あるまい。長慶の死後、三好氏の家督は、長慶の養子・

義
よし

継
つぐ

が継ぎ、久秀と三好三人衆（三好長
なが

逸
やす

、三好宗
そう

渭
い

、

石
いわ

成
なり

友
とも

通
みち

）が補佐することになった。

　そして永禄 8 年（1565）、久秀と三好三人衆は二条御

所を攻めて 13 代将軍足利義輝を殺害し、従兄弟の足利

義
よし

栄
ひで

を 14 代将軍に据える。こうして久秀は、室町幕府

の実権を握ったのであった。
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◎大友義鑑（1502 〜 1550）

大友義長の長男。北九州の所領

を巡って大内義
よし

興
おき

・義
よし

隆
たか

と争い、

豊後国、筑後国、肥後国の 3 か

国の守護となった。

◆豊後府内
豊後国の国府。大分県大分市中

心部の明治時代初期までの旧称。

◎入田親誠（？〜 1550）

津賀牟礼城城主。大友義鑑に寵

愛されて、加
か

判
はん

衆（家老職のよ

うなもの）の一人となる。

◎大友塩市丸（？〜 1550）

大友義鑑の三男。

　大友氏は、もともと鎌倉幕府の御家人で、本領は相模

国足柄郡大友郷にあった。そのため、大友氏と名乗って

いるものである。鎌倉時代の元寇に際して、飛び地の

あった豊後に移り、南北朝時代には足利尊氏に従って活

躍し、豊後守護を世襲している。

　大友宗麟は、そうした由緒ある大友氏 20 代当主・大

友義
よし

鑑
あき

の嫡男として豊後府
ふ

内
ない

に生まれた。元服に際して、

室町幕府の第 12 代将軍・足利義
よし

晴
はる

から一字拝領を受け、

義
よし

鎮
しげ

と名乗る。一般的な守護であっても、将軍の名前を

拝領するのは下の字、義晴の場合は「晴」である。しか

し、義鎮の「義」の字は、将軍の名前の上の一字を拝領

したものであり、そのことからも大友氏の勢威がうかが

われる。ちなみに、よく知られる「宗麟」は、出家後の

法名であった。 

　宗麟の父・義鑑は積極的な領地拡大政策で肥後国を手

中に収めるなど、大友氏の繁栄の礎を築いた武将である。

しかし、どういうわけか義鑑は長男である宗麟を遠ざけ、

宗麟の傅
もり

役
やく

である入
にゅう

田
た

親
ちか

誠
ざね

とともに廃嫡をたくらんだ。

代わりに、宗麟の異母弟にあたる塩
しお

市
いち

丸
まる

を後継に当てよ

うと考え、宗麟派の重臣をつぎつぎと粛清していく。

　天文 19 年（1550）2 月、義鑑は宗麟を別府へ湯治に

行かせている間、宗麟派家臣の一掃を図ろうとしたとい

う。そのため、宗麟派の家臣らは、機先を制して府内の

大友館に乱入し、2 階で就寝していた義鑑と塩市丸を襲

撃した。これを「二階崩れの変」とよぶ。宗麟派の攻撃

により、塩市丸が殺され、負傷した義鑑も 2 日後に死亡

した。結果的に宗麟は、父と弟を殺害したことになる。

　別府にいた宗麟は、急ぎ府内へと戻り、事態の収拾に

一 廃嫡を企んだ父を襲撃し
家督を相続
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エピソードを読んで新しい気づきや発見を書き出してください

第一章　北条早雲の巻

第八章　大友宗麟の巻

◎阿蘇惟豊（1493 〜 1559）

肥後国の戦国大名。阿蘇神社大

宮司。

◎戸次鑑連（立
たち

花
ばな

道
どう

雪
せつ

）
（1513 〜 1585）

豊後国守護大名大友氏の一門戸

次家に生まれ、14 歳で家督を

継いだ。大友氏の中核的な存在

となり、臼
うす

杵
き

鑑
あき

速
すみ

・吉弘鑑
あき

理
まさ

と

ともに三宿老となる。大友義鑑、

宗麟、義統の 3 代に仕えた。

乗り出す。入田親誠は、姻戚にあたる肥後の阿
あ

蘇
そ

惟
これ

豊
とよ

を

頼って落ち延びたが、宗麟の意を受けた惟豊に殺されて

いる。こうして、重臣の戸
べっ

次
き

鑑
あき

連
つら

らに擁立された宗麟が

家督を継ぐことになった。

　ではなぜ、宗麟は廃嫡されかけたのだろうか。傅役の

入田親誠は宗麟を「手習いに励まない」とか「行いが粗

暴」などと、素行不良と見なしていた。そこで父・義鑑

は廃嫡をたくらみ、異母弟である塩市丸に家督を譲ろう

と画策していたともいう。この考えは、ある意味で一理

あるかもしれない。長幼の序が確立されていなかった時

代、凡庸、あるいは粗暴な人間を跡継ぎにすれば、お家

の滅亡へとつながりかねない。だが殺害された塩市丸は

当時 3 歳であり、弟と比べられたわけではないだろう。

　一説によれば、宗麟の生母が大内義興の娘であったこ

とから、家中における大内氏の勢力の存在を嫌がった一

派が、大内派排除のために計画したことであるとも考え

られている。大内氏は九州進出を目論んでおり、これら

が、宗麟廃嫡の理由になっていたのも確かだろう。

　二階崩れの変の真相はよくわかっていない。重傷を

負ったとされる義鑑は、宗麟を後継とし、大友家中の結

束を訴える書状を残した後に死去した。その文体や墨跡

はしっかりしており、宗麟が偽作させたものかもしれな

い。家督が塩市丸に譲られることを恐れた宗麟が、実力

行使に及んだと考えるべきなのであろう。いずれにして

も、一族での争いがある中、宗麟は家督を継いだのだっ

た。

大友宗麟


